經濟學會事業報告(昭和十四年度) (創立十周年記念特別號) by unknown
経
済
率
曾
事
業
報
告
命
利青年院）
「
篠
艦
購
儀
式
と
と
ν
ふ
流
行
一
献
を
集
ま
し
め
た
附
’
制
十
閏
年
は
廷
に
内
外
t
g
世
帯
多
様
し
か
も
そ
の
念
な
る
ζ
と
を
M
剛
氏
の
脳
悩
に
打
ち
込
む
だ
年
で
あ
っ
た
O
M
桐
y
不
可
侵
修
約
の齢
制
紡
に
よ
P
強
闘
な
紡
磁
を
誇
っ
た
臼
濁
紡
共
編
紬
は
脆
〈
も
消
滅
し
、
縮
刷
〈
九
月
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
勃
獲
し
、
戦
火
に
よ
り
波
閣
は
潟
y
に
分
州
制
せ
ら
れ
、
世
界
情
勢
は
刻
一
潟
と
複
雑
怪
奇
を
加
へ
‘
世
界
史
の
豆
大
な
品
。
み
の
ん
ム
制
仰
の
一
線
を
犯
援
す
る
と
と
す
ら
郎
総
な
務
態
に
立
ち
到
っ
た
。
大
戦
不
介
入
・
自
主
濁
伎
の
釣
外
政
策
を
も
ワ
て
、
此
の
事
態
に
臨
む
と
問
時
に
、
m醐
氏
は
漸
〈
日
常
物
資
の
不
足
に
よ
り
紫
遁
せ
る
戦
時
金
一
活
を
克
服
し
て
長
期
化
せ
る
事
捕
泌
を
彪
裂
す
ベ
〈
一
山崎
勇
往
遜
ぬ
に
努
む
べ
き
現
燃
に
従
か
れ
た
。
か
L
る
非
常
時
日
間
の
内
に
あ
哲
次
代
の
指
務
者
た
る
壊
後
も
亦
回
申
党
に
努
む
る
一
方
時
間
の
一
一
術
を
荷
鍛
ふ
て
諸
々
の
活
動
に
、
例
へ
ば
よ
り
生
一渡
的
且
円
J
枇
曾
的
と
な
り
し
勤
労
彩
仕
・
或
は
修
生
勤
労
相
祁
凶
脇
陣
と
し
て
大
協
建
設
等
弁
に
拘
っ
て
前
後
し
た
。
併
し
そ
の
法制捌
に
謝
す
る
回
申
生
の
慣
例
は
未
だ
発
会
に
猿
翻
せ
ら
れ
た
と
は
言
ひ
得
ず
、
血
中
内
文
化
関
税
中
a
＝l
p
な
偲
統
と
官
竹
花
を
将
司J
4
棋
が
絞
溌
血
中
舎
は
務
先
し
て
こ
の
内
外
非
常
の
時
局
に
・於
て
我
々
県
生
の
俊
か
れ
た
る
立
携
を
或
は
泌
消
せ
る
綾
生
に
肉
つ
て
は
刻
戟
L
或
は
、
術
後
の
血
中
生
に
制却
し
て
は
血
覚
醒
せ
し
む
べ
〈
幾
多
の
活
動
を
な
し
た
。
修
一酬予
期
は
前
年
度
よ
り
の
綴
綴
事
業
の
完
成
に
集
中
し
、
時
帰
二
地
平
期
光
邸
あ
る
厳
令
創
立
十
周
年
記
念
日
十
月
十
六
日
を
中
心
と
し
て
記
念
諸
事
業
に
集
中
す
る
方
針
を
も
っ
て
拶
業
計
鐙
を
立
案
し
た
。
総
綴
事
業
k
一誌
は
れ
る
も
の
は
、
血
平
合
史
を
飾
る
、
か
の
阻
平
生
々
活
調
査
の
編
総
資
行
明
、
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
報
告
も
五
月
に
は
祭
絞
貸
間
の
手
に
よ
り
父
兄
に
怨
ら
れ
得
る
に
到
っ
た
が、
一
家
に
河
西
敬
授
、
山
下
教
授
、
鈴
木
先
端
棋
の
御
総
力
に
派
f
感
謝
す
る
と
共
に
委
員
の
熱
烈
な
る
協
同
総
跡
的
均
値
加
は
記
憶
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
我
々
は
創
立
ナ
嶋
田
年
記
念
務
災
に
就
い
て
級
人
舎
と
協
議
し
、
第
二
加
申
期
よ
り
そ
れ
が
食
行
に
驚
い
た
。
終
人
舎
に
よ
り
涯
に
劉
期
的
な
絞
済
製
品
官
十
年
史
の
紛
纂
が
会
関
せ
ら
れ
、
大
成
せ
ら
れ
た
。
と
同
時
に
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
修
生
懸
賞
論
文
制
度
が
来
年
庇
よ
り
総
縦
し
て
行
は
れ
る
ζ
と
に
決
定
し
た
と
と
は
、
立
数
大
勝
々
生
の
文
化
向
上
に
と
っ
て
賓
に
布
窓
義
且
つ
創
期
的
な
事
裁
と
－x
p
t
ベ
〈
、
修
生
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
後
み
の
正
し
き
方
向
へ
の
後
炭
は
之
に
よ
っ
て
大
い
に
期
待
さ
れ
よ
う
。
製
品
官
に
於
て
は
、
創
立
十
周
年
犯
念
の
本
舎
誌
の
編
時
料
品
弦
行
を
行
ふ
と
呉
氏
、
血
甲
内
に
合
戦
の
雌
蜘
外
を
血
球
行
し
て
．
十
周
年
記
念
特
別
大
終
演
舎
を
附
似
し
た
。
多
数
祭
生
の
熱
心
な
聴
講
を
待
て
銭
大
に
行
ば
れ
た
。
常
日
は
略的
街
は
村
山
公
－
一一
氏
の
「
緊
抽
出
せ
る
飲
洲
情
勢
－
と
笠
信
太
郎
氏
の
「
門
的
耐
の
総
務
問
題
」
で
あ
る
o
こ
の
他
の
総
淡
舎
と
し
て
は
、
抑
制
山
政
治
氏
の
「
疎
開
同
協
同
態
論
」
本
市
民
滋
氏
の
「
日
文
事
綬
の
綴
拙
倒
的
側
面
」
小
除
柳
太
氏
の
「
時
始
と
科
拶
主
義
工
業
」
石、
獄
知
行
氏
の
「
法
燃
の
怯
絡
」
絡
を
行
っ
た
。
駅
舎
の
約
滋
の
活
動
は
河
関
数
投
法
び
宮
川
敏
授
を
関
む
賂
談
合
集
の
他、
研
究
令
、
懇
親
舎
を
行
ふ
て
・
教
授
と
等
生
の
並
び
に
惨
禍
官
と
感
生
の
也
官
接
な
税
総
を
鴎
る
と
北
ハ
に
、
そ
れ
を
過
し
て
感
生
籾
互
の
桜
獲
が
な
さ
れ
た
。
我
々
は
何
よ
り
も
河
商
品
帆
授
、
山
下
教
授
、
総
入
品
閣
の
絡
へ
玄
る
御
指
導
御
援
助
に
厚
〈
感
謝
し
、
次
の
十
年
皮
へ
の
出
品
棋
を
経
企
諸
君
の
協
力
一
殺
を
以
て
力
強
く
絡
み
倒
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
銘
記
L
活
動
を
期
し
て
ゐ
る
。
( 177) 
